
僕の狩猟 2020 年 11 ⽉ 

 

（はじめに） 

⽇本ではスポーツとしての狩猟 HUNTING は死んだと⾔っても過⾔ではない。

そんななか、どんな楽しみ⽅も同じだが、⾃分のスタイルを作る、そんな狩猟は

できないか？が僕のテーマだった。 

僕は 40 年間以上狩猟免状を持ち⽇本とアメリカ両国で狩猟を楽しんできた。ア

メリカには 1993 年から 2002 年まで滞在し、 

ニューヨーク州狩猟免許をとり、バッキー・マルソン少佐に射撃を本格的に習い、

狩猟に連れていって貰った。この話はまた後⽇書く。 

今回は現在、福島県阿武隈⼭系にある⾃分の⼭荘で狩猟に来ている。今までの体

験について過去を思い出しながらまとめている。 

僕が散弾銃の所持許可を取ったのは 4２年前、1978 年、第⼀回のアメリカ駐在

から戻った頃だ。直ぐに狩猟免状もとった。 

親の別荘が伊⾖⾼原にあり、そこで家族と頻繁に過ごしていたので、まずは静岡

県狩猟登録を⾏い、伊⾖でキジバトを主なゲームとした。雉も頻繁に⾒かけてい

たがとても撃てる状況ではなかった。 

狩猟には⽝というのが定⽯だが、僕は⽝を飼っていたが、狩猟⽝ではなかった。

狩猟⽝はもったことはない。 

当時の東京の住所がある地域のクレー射撃協会、猟友会は数⼗⼈の会員がいた

のではないか？有名俳優などもいた。 

そんな狩猟は数年続いた。 

このスポーツは釣りに似ているところがあり、相⼿は⾃然だ。 

⾃然を楽しむと⾔う気持ちが無ければ継続できない。 



特に狩猟は銃砲所持許可、そして狩猟免状が、狩猟登録が必要だ。 

⼿間暇が掛かり資⾦的、時間的な要素も必要だ。 

 

晩秋の⼩春⽇和、⼭中で静かに過ごす機会は多い。 

 

（狩猟の道具） 

狩猟にはいろんなものが必要だ。  

まずは⾃分の狩猟場地図だ。登録した県が発⾏する地図で狩猟できる部分を確

認する。国有林に⼊る場合はファクスで申請を出す。 

これはとても時代遅れな書類と⽅法だが。 

道路、家、農地、⼭林作業、⼯事などの要素を⽅⾓、距離を交え 

事細かに知っておくことが必要であり、過去の経験に基づいて獲物の可能性の

ある地図を作製する。このような地図は 3枚ある。 



 

⾃分の狩猟地図 

⾃作狩猟地図は⼤切なものだ。⾃分が回るところは⾃分で過去の実績や⽬撃を

記録した地図を作製した。特に⼈家だ。 

 
 

（銃と弾薬） 

僕の銃は、散弾銃、上下⼆連、12番⼝径はミロク製の上⼿なものだ。 

銃⾝は⼆種類あり、狩猟にはスキート⽤の短いものを装着する。 

弾薬は 3号と 5 号を使っている。ゲームは⼤型⿃、⼭⿃、雉だ。 

ライフル銃はボルト式、⼝径 7㎜、Win270 弾のザウエル製の上⼿なものだ。こ



の 2挺は定年退職の記念にしつらえた。それまで所持していたものに替えてだ。

⼀⽣ものと⾔う感じで。 

実⽤銃には飾りは必要ない、と⾔われるが実⽤と観賞⽤と分けるわけにはいか

ない。⽇本では数多くの銃を保持するのは無理だ。 

ｊ 1 回に持ち歩く銃弾

は⼤体、このくらいだ。 

愛⽤の銃とジムニー 



ライフルのスコープ、ツアィス製は 12倍だ。100mの標的射撃は 7倍、狩猟で

は 4.5 倍くらいに合わす。ハードケースはないが、⾃作しようと考えている。 

（双眼鏡をコンパス） 

双眼鏡は⾃衛隊で使っている軍⽤だ。それにコンパスを付けている。 

⼭の道は曲がりくねっているので、絶えずコンパスで位置、⽅⾓を確かめる必要

がある。ライフル銃は発射された⽅⾓、と射程そしてバックを考える。 

 

 

（ハンティングナイフ） 

アメリカ時代よりの愛⽤品だ。 

⻑いものは獣⽤、短いものが⿃⽤だ。 

毎回、砥⽯で研ぐ。⽇本の砥⽯は良い。⾓度は 5 度。両刃なので研ぎ難い。刃先

が重要だ。⾝に付けることはほとんどない。 



 

 

（ギア） 

僕の狩場は、標⾼が 6−700mあり、宇都宮の平均気温より約 5度低い。⾐類は

アメリカ時代より L.L.Beanの定番を愛⽤している。 

丈夫で実⽤的だからだ。それらの上に蛍光⾊の帽⼦とベストを着⽤する。銃を仕

舞い、⾞で⾛⾏中、蛍光⾊は脱いでおく。狩場の前で 

銃を出し、蛍光⾊を上に着る。  

その時、帽⼦にはバッジが付いている。 

靴、最近は⻑靴だが、⾞の運転や歩きを考えるとダックシューズが良い。 

（狩場の例） 

以前はガイドと⼭歩きをしたが、今はジムニーが⾛れる道路や⼊ったところが

主だ。特に林道が並⾏する⾕間の耕作放棄地を回る。 

「社⻑の⾕」は⼊り⼝に所有者の建築会社社⻑だった⼈、故⼈がいた。 



先祖が 2kmくらいの⻑さの棚⽥を開墾したそうだ。⼊り⼝に家族が住んでいる

ので、許可を得る。 

社⻑の⾕１と２ 

 

 

 

（ガイド） 

10 年前までは地元の元⾃衛隊員 Y ⽒か、商店経営の K ⽒が同⾏してくれた。Y

さんはかなり広い範囲を⾃分のランクルで案内してくれた。結婚してそういう

時間がなくなった。K⽒は近くの地域に詳しく、案内してもらい、彼が同⾏した

際に多くの獲物を得た。この 3 年は疎遠になった。 

地元の協⼒と⽥舎のコミュニケーションは重要だ。 

地域で狩猟をやる以上、銃砲所持許可とか狩猟免状、狩猟登録に加えて重要なの



が地元の⼈間との関係だ。これは信頼にもつながる。 

1週間で 3−4 ⼈のハンターに⼭で出会うことがあり、会話を交わすが、彼らの

⾔うことはほとんどが嘘だ。 

そして狩猟⾃体より難しいのが⼀般論で地元⺠とのコミュニケーションだ。相

⼿が酔っている、興奮するとなまりで何を⾔っているのか？理解できない。⼤体

が誤解だが。チクリや妬みの⽂化もまだ地⽅では健在だ。 

 

 

 

（獲物） 

イノシシがライフル銃の対象だ。 

この獣の正確な⽣態は何を読んでも、誰に聴いても不明なことだらけだ。下の画

像は 2019 年 10 ⽉末に近所で⽬撃したものだ。距離は 50ｍくらい。午前中、の

んびりと何かを⾷べていた。こいつは恐らく 1 歳ほどのオスだ。動きが特徴的

だった。体⻑ 60㎝くらいだろう。 

 
イノシシはグループで⽬撃する、単独で⽬撃する場⾯に別れる。 



グループはメスだ。体付がオスとは違いふっくらしている。5−8 頭の⼤、中，

⼩で構成されている。各々、祖⺟、⺟伯⺟、そして⼦供と⾔う感じだ。彼らは季

節に関係なく⼦供を産む。乳の数からも複数だ。だから成⻑したメスは 3 年後

に 50頭になるという計算は理解出来よう。オスは単独で⾏動し、年を追う毎に

⼤きくなり、髭は⽩くなる。 

彼らは何を⾷べているか？これもあまり研究されていない。 

腹の中は気持ちが悪い緑のものだったので主⾷は草とその根ではないか？そし

てどんぐりやクリ類が好きだ。地中のもの、ミミズ、ネズミ、蛇などともと⾔う

が、それらはおかず程度ではないか？僕の勝⼿な推測だが。夜⾏性と⾔うが午後、

空が暗くなると出ることが多い。 

狙って撃つのは⼦供を産んでないメスだ。体重は 40㎏くらいだろう。 

運搬し易い、処理し易い、⾁は旨いそして爆発的な増加を数字的にも 

防げる。仕留めた個体の回収は案外⼤変な作業だ。そして、さらに 

解体はとても⼤変で、⽔がいる。敷地の⼩川にパレットを置き⾏う。 

撃ったら、夜になるが、⾞の照明で腹を出す。 

⽔につけてパレットで覆い、翌⽇から始め得るが数時間かかる。 



 

⼤体半分は破棄する部分だ。でも 40㎏の個体から⾷べられる部分、20kgも採れ

る。 

 
今年 2020 年の、個体だ。⼩さい、２頭同時に撃った。オスだった。撃つのは 5

秒、1 時間かけ埋めたが翌⽇、近所の Aさん、ハンターが欲しいと⾔い、掘り起

こして持って⾏った。 

この 2 頭の個体は全⻑ 50 ㎝、25 ㎏くらいだった。狩猟⽤のライフル弾丸の先

の丸いもので撃った。良いところに命中した。 



イノシシは撃ちにくいゲームだ。彼らはカンが鋭く、動きが速い。 

今まで 2頭を同じシークエンスで仕留めたことは 2 回しかない。 

命中率は 50％くらいだ。2 発に 1 発は外した。距離的には当たるのだが、姿勢

が斜⾯などできちんととれない。標的としてのイノシシ、横は良いが縦は撃ちに

くい。案外、薄いのだ。 

失敗談は幾つかある。数年前、⼟⼿で何かを⾷べていた獲物を離れて撃ったが、

命中し、⼟⼿を転げて、川に落ちた。深みで回収できなかった。少しぬかってい

た放棄地で撃った。重すぎてしかも、ぐにゃぐにゃなしていた、持ち上げること

が出来なかった。道路まで⾏き、知っている⼈が通りかかり⼿伝ってもらった。 

Kさんと、放棄地の向こう側、渓流があり、⼟⼿がある。そこを数頭のグループ

が降りて来るのを⾒た。撃つタイミングを狙っていた。 

そしたら、僕のすぐ横、近くに⼤きなのがいたので、焦った。上体だけ回してそ

いつに発砲した。倒れたので K さんが近づいたら起き上がり、物凄い勢いで⾛

り出し、渓流を渡り、崖をよじ登って逃げた。週末に巻き狩りに来た⼈達の⽝が

藪から出ないので⾏ったら、ライフルで撃たれた⼤物があったので、それをその

⽇の獲物として持ち帰ったと聞いた。危なかった。 

僕の理解ではこの動物は江⼾期より福島県にもいた。 

この近所の苗字には「猪狩」と⾔う家が多くみられる。イノシシ狩りをしていた

家族だったのだろう。 

この地⽅では⿅、熊はいない。 

 

⿃類は、 

散弾銃で、⼭⿃、雉、キジバトなどを撃つ。今年も少数だが落とした。 

⽝がいないので、主に⾶んでいない状態だ。回収が困難なのだ。 



Kさんは恐らく町の⽝以上の能⼒で回収してきた。 

年に 2−3⽻は落とすが、調理は⼤変だ。包丁が折れることもある。 

だが、⼈にご馳⾛してもスーパーのチキンが美味しいなどと⾔われる。カラスは

⽇本古代史では⼤変な⿃だが、この辺りでは害⿃だ。 

毎年⼀⽻は義務的に落として、地⾯に埋める。 

 

 

ワナ猟 

僕は銃猟免状の他にワナ猟と網猟も保持している。 

ワナはかっては K ⽒の協⼒でイノシシ⽤のくくりワナを、そして⾃分で敷地内

⼩動物を対象に箱罠とトラバサミをかけた。今年は登録しなかった。 

ここいらは⻩⾊テンの限界線らしいが結構いるようだ。 

他にもタヌキを捕獲した。 

また敷地内にはアナグマがいるが、僕の箱罠では⼊らないようだ。 



 
可愛い顔だがこいつが悪い。 

 

（狩猟の原則） 

ルールを守らない、⾃然に敬意を払わない狩猟は意味がない。 

今回も密猟者と思われる⼈達に出会った。不気味だった。 

いろんな⼈がいて、このような⼭の中、監視の⽬は薄い。 

⽇没までが狩猟可能時間だが、⽇没時間直後、帰宅する途中に狩猟者と出会うこ

とがある。 

 

 



もうひとつは安全性だ。 

原⼦⼒災害後、⼭には通常の⼭林作業、⼯事の⼈たちだけでなく、いろんな⼈達

が⼊る。測量、計測、研究など。彼らの活動は冬季中、制限されるので、丁度、

11 ⽉中旬は忙しいらしい。道路わきの⾞を⾒逃さない。K さんと疎遠になった

のは、彼は獲物を⾒つけると「撃ちな」と叫び、⾃らが前⽅に出ることが何度か

あった。誰かが⼀緒だと安全性が問題だ。 

ライフル銃の威⼒は散弾銃に⽐較すると各段の差だ。ライフル銃の扱いにはと

ても気を使っている。残念ならが動体視⼒の⽼化があり、散弾銃の命中率は⼤い

に下がったが、ライフル銃は古⽂書にもあるよう 80歳まで上達するようだ。脚

⼒はとても落ちた。 

 

（⼭の神） 

 

僕のスタイルの狩猟は、⽝はいない。グループでやらない。⼀⼈で 

⾃分の⼭荘から 30 分くらいの距離のところを 4輪駆動で回る。 

イノシシは今⽇ここにでたら、明⽇はそこには出ない。別な場所に出るのだ。そ

れを彼らが移動するルートを推測して遭遇するのを考える。⼀種の推理だ。そ

れを楽しんでいる。 



幸い、⼭荘の裏⼿には⼭の神がいて、お参りすることも忘れない。 

（この項以上） 

 


